
第2回 産業廃棄物処理業者向けセミナー 講演者プロフィール 
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1941年生まれ  京都大学工学部卒業、 

米国ノースウェスタン大学大学院修了。 
1976年から国立公衆衛生院、廃棄物工学部長、 

2000年岡山大学教授、2008年鳥取環境大学 サステイナ
ビリティ研究所所長等を歴任。 
（公財）廃棄物・３R研究財団理事長併任、 

2007年に株式会社廃棄物工学研究所を設立。 

40年間にわたり廃棄物工学の第一線で活躍し、廃棄物行
政に多大の貢献。 

日本テレビ系、土曜日の「ウェークアップ」、「世界一受け
たい授業」等に出演。 

 
  
                 事例発表・パネリスト 
 
高橋 潤 氏    高俊興業株式会社 代表取締役社長    

  
 事例発表： 【 産業廃棄物処理における高俊興業の「こだわり」 】 

1973年 生まれ。1996年 東洋大学経営学部商学科卒業後、建設会社の株式会社フジタに入社。 
2000年 高俊興業株式会社入社、2015年8月に代表取締役社長就任。 
（一社）廃棄物処理施設技術管理協会 理事 （公社）全国産業廃棄物連合会 人材育成方策調査検討会 委員 
（一社）東京都産業廃棄物協会 建設廃棄物委員会・中間処理委員会・法制度検討委員会 委員  

    

田中 勝 氏 

    

髙尾 正樹 氏     日本環境設計株式会社   専務取締役    
   

  事例発表： 「業界を超えて取り組むリサイクルのあり方について」 
  1980年大阪生まれ。 
  大阪教育大学附属高校天王寺校舎卒業、2000年東京工業大学工学部（化学工学）に入学。 
  同校卒業後、2004年4月東京大学大学院にて技術経営を専攻。 
  同大学院中途退学後、2007年1月、現 代表取締役社長の岩元美智彦と日本環境設計を設立、 
  専務取締役に就任。2013年より早稲田大学非常勤講師も務める。 

 
  
  

    

藤井 達男         東京都環境局資源循環推進部産業廃棄物対策課長    
   

  事例発表： 「東京都における産業廃棄物の適正処理に向けた取組について」   
   1993年慶應義塾大学商学部卒業、東京都入都（清掃局） 
   阪神・淡路大震災東京都調査団に参加。ごみ量統計、「東京スリムプラン２１」の策定に携わる。 
   2002年環境省に派遣。2004年環境局廃棄物対策部計画課で産業廃棄物の適正処理に向けた 
   「報告・公表制度」を導入する東京都廃棄物条例の改正に携わる。 
   2010年知事本局総務部広報担当課長。2015年4月より現職。 

 
  
  

                     
            株式会社リコー サステナビリティ推進本部  
            環境推進室  プロセスグループ スペシャリスト         

     事例発表： 「リコーグループにおける産廃処理業者様の現地確認」 
    1985年東京農工大学工学部応用物理学科卒業。 
   同年（株）リコー入社、研究開発部門勤務。環境計測部門を経て現在に至る。 
   前 電気・電子4団体（※）事業所関連廃棄物・リサイクル対策専門委員会委員。 
   ※電気・電子4団体：（一社）日本電機工業会、（一社）電子情報技術産業協会、 
   （一社）ビジネス機械・情報システム産業協会、（一社）情報通信ネットワーク産業協会 
 
  
  

公立鳥取環境大学 客員教授 
 
公益財団法人廃棄物・３R研究財団 
理事長 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1952年北海道函館市生まれ。 
1977年京都大学大学院理学研究科修士課程修了。 
同年に環境庁に入庁。 
2001年以降、環境省において、環境影響審査室長、産業
廃棄物課長、水大気総務課長を務める。2008年以降、大

臣官房審議官、環境大臣補佐官として、気候変動枠組み
条約の国際交渉、OECD環境委員会議長なども務める。
2011年11月より福島除染推進チームのリーダーを務め、

関東地方環境事務所長を兼務しながら、国の除染活動、
福島環境再生事務所の創設に関わる。 
2013年6月から現職。 

    

森谷 賢 氏 

基調講演・パネリスト 

    

古澤 康夫 氏    東京都環境局 資源循環推進部 資源循環推進専門課長   
    
事例発表：【 「持続可能な資源利用」に向けた東京都の施策 】    

1958年東京生まれ。1982年から都庁に勤務。以来、清掃局、環境保全局、環境局において廃棄物行政・環境行政 
に従事し、廃棄物処理計画、廃棄物分野における国際協力、産業廃棄物政策等を担当。 
2015年4月から資源循環推進専門課長として「持続可能な資源利用」に向けた政策に取り組んでいる。 
廃棄物資源循環学会理事。 

    

百瀬 則子 氏   ユニー株式会社 執行役員 CSR部 部長 
            消費生活アドバイザー・環境カウンセラー（環境省） 
 

  事例発表： 【 未来に地球をまるごととっておこう・・・スーパーの環境活動・・・ 】    
1980年4月 ユニー株式会社入社。中京本部東浦店副店長を経て、2003年より環境部長に就任。 
2014年からは同社の執行役員を務める。日本チェーンストア協会環境委員、愛知環境学習推進協議会委員、 
各省食品リサイクル関連専門委員会委員、環境省COOL CHOICE推進チームメンバー 

 

公益社団法人全国産業廃棄物連合会 
専務理事 

    
米谷 秀子 氏   鹿島建設株式会社 安全環境部 担当部長      
 事例発表： 【 鹿島の廃棄物管理 】 

東京工業大学工学部経営工学専攻修了後、日本銀行勤務。 環境管理の仕事をするため1991年鹿島建設入社。 
環境マネジメントシステムの構築、建設副産物対策、アスベスト対策、汚染土壌調査・対策等を担当。 
2003年より本社にて、各支店の指導にあたるとともに、中央環境審議会、社会資本整備審議会、東京都廃棄物 
審議会等の副産物関連委員を務める。（一社）日本建設業連合会環境委員会建築副産物部会長。 
 
  

講演：【産業廃棄物業界を取り巻く環境と今後の方向】 講演：【2020年とその先に向けた業界への期待】 


